
概念階層を用いた万葉集和歌検索機能の考案 

岡田 雄揮†  中田 充‡  葛 崎偉‡  吉村 誠‡ 

山口大学大学院 教育学研究科†  山口大学 教育学部‡ 

 

はじめに 

国文学研究の分野では，日本最古の和歌集で

ある万葉集の和歌を容易に参照したいという要

求があり，筆者らも和歌検索システムを実現し

ている[1]．このシステムは，文字列マッチング

により検索語を含む和歌を検索するが，より柔

軟な和歌検索のためには，検索語のみならず，

その同義語・類似語・関連語なども用いた，和

歌の内容に基づいた検索機能が求められる．本

稿では，このうち，検索語の同義語と類似語を

用いた和歌検索機能を提案する． 

提案手法では，単語の意味を表す概念の階層

関係を用いて検索語の同義語と類似語を求めた

上で，それらを含む和歌を検索する．なお，本

研究で用いる概念に関する情報は，独立行政法

人情報通信研究機構が提供しているEDR電子化辞

書[2]を利用する． 

 

定義 

ここでは，提案手法における概念や単語など

に関する定義を示す． 

 

概念体系：ある概念について，より抽象的な意

味を持つ概念と，より具体的な意味を持つ概念

が存在する．これらそれぞれを上位概念(Broade

r concept)，下位概念(Narrower concept)と呼

ぶ．このような概念間のつながりは，概念をノ

ードとするDAG(Directed Acyclic Graph)として

表現される．このグラフは，概念体系と呼ばれ，

その唯一のソースノードはルート概念(  )と呼

ばれる(図1)．隣接する上位概念を親概念(Immed

iate broader concept)，隣接する下位概念を子

概念(Immediate narrower concept)と呼ぶ．ル

ート概念の子概念として，“事象”や“時”などの7

つ概念があり，その他の概念はそれらの下位概

念となっている． 

 

概念と単語：本研究において，単語はその意味

をあらわす概念に属し，同じ概念に属する単語

は同じ意味を持つ．概念 は，                 

        と定義される．ここで，   は概念の識

別子であり，  は概念見出しと呼ばれる「その概

念を代表する単語」の単語見出しである．また，

   は，その概念が持つ意味を表す解説文であり，

   と   は，それぞれ，概念 の親概念と子概念

の集合である．単語 は，              と定

義される．   は単語の識別子，  は単語見出し

（単語を構成する文字列）である． 

図2は，概念と単語の例である（それぞれ5つず

つ）．図中の(3bcdec, “日本”, “日本という国家”, 

{444a40}, {})は，“日本という国家”を表す概念であ

り，その識別子は3bcdec，概念見出しは“日本”で

ある．この概念は，“国名で捉えた国家”という概

念の子概念であり，“日本の旧称”，“中国”という

概念と兄弟の関係にある． 

単語“日本”は，概念“日本という国家”に属し，

同じ概念に属する単語“日本国”，“ジャパン”と同

じ意味を持つ．なお，“国名で捉えた国家”のよう

に，概念見出しを持たない概念も存在するが，

これらは概念同士をつなぐ中間概念であり，い

ずれの単語もその概念に属さない． 

 

同義語：同じ概念に属する単語をお互いの同義

語と呼ぶ．例えば，単語“日本”，“ジャパン”，

“日本国”は同義語である（図2）． 
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概念 

(3bcdec, “日本”, “日本という国家”, {444a40}, {}) 

(3bca94, “ジパング”, “日本の旧称” , {444a40}, {}) 

(444a40, “”, “国名で捉えた国家”, {30f772, 444a5f}, 

{3bcdec, 3bca94, …}) 

(30f772, “”, “国家”, {…}, {444a40, …}) 

(444a5f, “”, “地名で示す地域”, {}, {444a40, …}) 

単語 

(JWD0373071,“日本”,3bcdec)，(JWD0373072,“日本国”,3bcdec)，

(JWD0575082,“ジャパン”,3bcdec)，(JWD0373060,“大和”,3bca94)

，(JWD0373051,“秋津島”,3bca94) 

図 2：概念と単語の例 

図 1：概念体系 
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類似語：ある単語と全く同じ意味ではないが，

類似した意味を持つ単語を類似語と呼ぶ．例え

ば，図2中の概念“日本の旧称”に属する単語“大和”

と“秋津島”は，単語“日本”の類似語である． 

単語 の類似語は，単語 が属する概念とその

下位概念，ならびに，単語 が属する概念の類似

概念とその下位概念に属する単語である．ここ

で，類似概念とは，類似した意味を持つ概念で

あり，ルート概念以外に共通の上位概念をもつ

任意の概念     について，以下のいずれかが成

立するとき，  と  は類似概念であるいう． 

 概念  に属する単語の単語見出しと同じ単

語見出しを持つ単語を概念  が含む． 

 概念  に属する単語の単語見出しを概念  
の概念説明（または概念見出し）が含む． 

概念  とその類似概念  は，共通の上位概念と

概念  との距離が短いほど意味が近い．また，単

語 が属する概念  の下位概念   は，  のより

具体的な意味をもつ概念であるので，概念   に

属する単語は単語 の意味と極めて似た意味を持

つ． 

 

概念距離：単語 とその類似語 の意味の相違を

表す尺度である．単語 が属する概念  と類似語

 が属する概念  の関係に応じて，以下の2種類

の概念距離を考える． 

【概念距離1】           ：概念  が概念  の類

似概念であり，  と  の最近傍の共通の上位

概念を概念  とする．     かつ     のと

き，概念  からみた概念  までの概念距離1：

            は，概念  から  までの距離（辺

数）である．     または     のとき，

                         である． 

【概念距離2】           ：概念  が概念  の下

位概念である（     ）とき，概念  からみ

た概念  までの概念距離2:            は，概

念  から  までの距離である． 

図3は概念体系の一部分を示している．概念 

と  が類似概念であるとき，            , 

            である．また概念 が の下位概念

であるので，                      ，        

    となる（同様に，           ）． 

 

同義語と類似語を用いた和歌検索機能 
これまでに述べた検索語の同義語と類似語を

用いた和歌検索の手順は以下の通りである． 

手順1: 検索語 が属する概念  を求める． 

手順2: 概念  の下位概念   と類似概念   を

求める． 

手順3: 類似概念   の下位概念     
を求める． 

手順4: 概念   ,    ,      
に属する単語を

すべて求める． 

手順5: 手順4で求めた単語を含む和歌を検索す

る． 

手順6: 手順5で検索した和歌を，以下の基準に

沿ってソーティングして，検索結果とする． 

 

 検索語 を含む和歌を最上位（順位1）とする． 

 検索語 の同義語を含む和歌を順位2とする． 

 検索語 の類似語のうち，概念距離1が0の概念

に属する単語を含む和歌を順位3とする．但し，

順位3の和歌が複数ある場合は，概念距離2の

昇順とする． 

 検索語 の類似語のうち，概念距離1が0ではな

い概念に属する単語を含む和歌を順位4とする．

但し，順位4の和歌が複数ある場合は，概念距

離1の昇順とする． 

 

さいごに 

内容に基づいた和歌検索を実現するために，

概念体系を用いた同義語，類似語を定義し，そ

れらを含む和歌を検索する仕組みについて検討

した．現在，これらの仕組みを実装中である．

今後は，上位・下位以外の概念間のつながりも

含めたより柔軟な検索機能についても検討する

予定である． 
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図 3：概念距離 

Copyright     2013 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-838

情報処理学会第75回全国大会


